奈良地区

　北部ブロック
2004年10月17日奈良教会で開催された奈良北部ブロック会議は標記議題につき協議し、承認し
ました。　　　　　　　　　　　　　　　　　奈良北部ブロック　モデラトール　Ｐ・ウイックス

2004年度ブロック宣教計画の中間報告について

１、「青少年の育成」に関する取り組みの状況

　１）「北部ブロック青少年交流会の推進」

　　　第１回交流会：実施日　　２００４年５月２２日～２３日

　　　　　　　　　　場　所　　カトリック登美ケ丘教会

　　　　　　　　　　参　加　　２２日１７名、２３日３４名

　　　　　　　　　　登美ケ丘教会青少年担当リーダーを中心に、サレジオ会の応援も受けて実施、
行事計画・日程の調整が充分でなかった。

　　　第２回交流会：実施日　　２００４年１１月１３日～１４日に設定

　　　　　　　　　　場　所　　今回も登美ケ丘教会で計画

　　　ブロックで取り組む意義の共通認識が充分と言えない。第３回を２００５年２月２０日に
予定しているが、実施主体・実施場所などの検討も深め、しっかりと計画をする必要がある。

　２）「教会学校リーダー研修会への参加」

　　　２００４年８月２８日～２９日に行われた「教区教会学校リーダー研修会」に

1 研修スタッフとして奈良地区から８名（内北部ブロック６名）が参加

2 ２８日「グループディスカッション」（北村師指導）のプログラムに奈良地区２０名
(内北部ブロック１４名）参加

3 ２９日午前「教会学校リーダーのためのカテケジス」（森司教様講話）１６名（内北部ブロック１０名）参加

4 ２９日午後「こどもの信仰教育」（森司教様講演）１８名（内北部ブロック　１２名）参加

　　　それぞれのセッションに対して、参加者からの熱い評価が報告されているが、総括的な評価
は１０月２４日の反省会とその報告が待たれる。

　３）「合同サマーキャンプヲ実施する」

　　　　実施日　２００４年７月２１日（水）～２２日（木）

　　　　場　所　奈良市立柳生野外活動センター

　　　　参加者　子ども　４４名、　大人（リーダー・食事作り等）２７名　　計７１名

　　　　昨年９０名の参加に比し、参加者数としては減少しているが、この主な理由としは、会場の都合で実施日がウイークデーになったことがあげられる。参加者の交流は深まって来たとの評価である。特に、子どもたちの小教区間の交流の成果は出ている。

２、信徒の信仰養成

｢奈良地区聖書講座への参加の促進」：２００４年６月１１日開講、１０６名が受講して
いるが、南部地区の参加が少なく、実行委員会委員構成の検討・来年度に向けてのアン
ケート調査などを行っている。併せて講座録音テープの貸し出しも昨年からしており、
参加出来なかった人にも聖書への関心を高めてもらいたいと願っている。
３、滞日外国人との連帯

　　　｢滞日外国人との交流の具体化」：

1 今年は「右近子どもまつり」「奈良ファミリーデー」等の交流を通して、相互理解を深め
たいと計画したが、奈良地区行事計画の発表がおくれたために、北部ブロックで議論を
深める等共同の取り組みまでには至らなかった。

2 ２００５年７月３日～４日に行われた、福音センターの「滞日外国人とともに」という
研修が、近くで開催されたこともあって１０名（北部ブロック８名）の参加があり、
滞日外国人との連帯・異文化共生について具体的な課題の理解を深めることが出来た
ことは良かった。

3 大和郡山教会では、国際協力委員による月１回のポルトガル語講座、バザーなどでの
お国自慢料理による交流、ミサの第２朗読を外国語で朗読するなど交流を深める努力が
継続されていることが報告された。

4 フィリピンコミュニティーでは、奈良教会（月１回）と大和郡山教会（毎週）でミサが
行われ、ミサの後食事会もあり、日本人信徒の参加も徐々に増えて来ている。このミサ
後「日本語教室」の希望もあり、まだ教会に来ていない滞日外国人信徒とのコミュニ
ケーションや子どもたちの日曜学校での信仰教育のことなど、今後さらに地道な活動の
継続が求められる。

　　４、ブロック会議の中で、教会学校リーダーの定期ミーティングについて検討を重ねて来て、
２００４年９月５日に教会学校リーダー１２名による検討会を開催したが、時期尚早との
結論で、小教区評議会規約作りの進行を見て考えることにした。
